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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋外照明ネットワーク（ＯＬＮ）のための照明管理システムであって、
　中央制御装置と、
　複数の照明ユニット制御装置と、
　前記中央制御装置及び前記照明ユニット制御装置を動作的に接続する通信システムと、
　前記中央制御装置と通信すると共に、前記ＯＬＮの動作を表すＯＬＮポリシーを記憶す
る貯蔵部と、を有し、
　前記中央制御装置は、
　　１以上の照明ユニット制御装置の動作を表すポリシーを受信し、
　　前記ポリシーを前記ＯＬＮポリシーに対する一貫性に関してチェックし、
　　前記ポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記中央制御装置
は更に、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する属性及び構成コマンドを、前記ポ
リシーに従って決定し、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する前記属性及び構成コマンドを、前
記複数の照明ユニット制御装置のうちの対応するものに伝達する、照明管理システム。
【請求項２】
　前記ポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記中央制御装置は
更に、
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　　前記ＯＬＮポリシーを更新し、
　　前記更新されたＯＬＮポリシーを前記貯蔵部に伝達する、請求項１に記載の照明管理
システム。
【請求項３】
　前記ポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記中央制御装置は
更に、
　　操作者に、前記ＯＬＮポリシーが更新されたことを通知する、請求項２に記載の照明
管理システム。
【請求項４】
　前記中央制御装置が、更に、既存のＯＬＮポリシーを記録保存する、請求項２に記載の
照明管理システム。
【請求項５】
　操作者が前記貯蔵部内の前記更新されたＯＬＮポリシーを手動で変更することができる
、請求項２に記載の照明管理システム。
【請求項６】
　前記ポリシーは初期ポリシーであり、
　暫定的ポリシーが前記貯蔵部に前記ＯＬＮポリシーとして記憶され、
　前記中央制御装置は、
　　前記初期ポリシーを受信し、
　　前記初期ポリシーを前記暫定的ポリシーに対する一貫性に関してチェックし、
　　前記初期ポリシーが前記暫定的ポリシーに対して一貫性を有する場合、前記中央制御
装置は更に、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する属性及び構成コマンドを、前記初
期ポリシーに従って決定し、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する前記属性及び構成コマンドを、前
記複数の照明ユニット制御装置のうちの対応するものに伝達する、請求項１に記載の照明
管理システム。
【請求項７】
　前記初期ポリシーが、規制ポリシーサブセット、照明管理者ポリシーサブセット及び装
置ポリシーサブセットを含む、請求項６に記載の照明管理システム。
【請求項８】
　前記ポリシーが、規制ポリシーサブセット、照明管理者ポリシーサブセット及び装置ポ
リシーサブセットからなる群から選択されたポリシーサブセットに含まれる少なくとも１
つのポリシーを有する変更ポリシーである、請求項１に記載の照明管理システム。
【請求項９】
　前記ポリシーが前記ＯＬＮポリシーと矛楯する場合に、前記中央制御装置が現在のＯＬ
Ｎポリシーを維持する、請求項１に記載の照明管理システム。
【請求項１０】
　前記中央制御装置が、更に、操作者に前記ＯＬＮポリシーが変更されなかったことを通
知する、請求項９に記載の照明管理システム。
【請求項１１】
　前記中央制御装置が、更に、前記ポリシーに前記現在のＯＬＮポリシーに対して一貫性
を持たせるために、前記ポリシー及び前記ＯＬＮポリシーの少なくとも一方に対する修正
を提案する、請求項９に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記貯蔵部が前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する前記属性及び構成コマン
ドを更に記憶し、前記中央制御装置が、更に、前記複数の照明ユニット制御装置の各々に
関する前記属性及び構成コマンドを前記貯蔵部に伝達する、請求項１に記載の照明管理シ
ステム。
【請求項１３】
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　前記ポリシーは前記複数の照明ユニット制御装置の１つにより発生された変更装置ポリ
シーであり、
　前記中央制御装置は、
　　前記変更装置ポリシーを受信し、
　　前記変更装置ポリシーを前記ＯＬＮポリシーに対する一貫性に関してチェックし、
　　前記変更装置ポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記中央
制御装置は更に、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに関する属性及び構成コマンドを、前
記変更装置ポリシーに従って決定し、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに関する前記属性及び構成コマンドを
、前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに伝達する、請求項１に記載の照明管理シ
ステム。
【請求項１４】
　前記ポリシーはユーザにより発生された一時的ユーザポリシーであり、
　前記中央制御装置は、
　　前記一時的ユーザポリシーをユーザ制御装置から受信し、
　　前記一時的ユーザポリシーを前記ＯＬＮポリシーに対する一貫性に関してチェックし
、
　　前記一時的ユーザポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記
中央制御装置は更に、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の１つに関する属性及び構成コマンドを、前記一
時的ユーザポリシーに従って決定し、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに関する前記属性及び構成コマンドを
、前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに伝達し、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに対して、前記一時的ユーザポリシー
を所定の時間にわたり有効に維持する、請求項１に記載の照明管理システム。
【請求項１５】
　前記中央制御装置が更に、
　　前記貯蔵部から前記ＯＬＮポリシーを定期的に受信し、
　　前記ＯＬＮポリシーを内部的一貫性に関してチェックする、請求項１に記載の照明管
理システム。
【請求項１６】
　ユーザが屋外照明ネットワーク（ＯＬＮ）の特定の特徴を制御することを可能にするユ
ーザ制御装置であって、該装置が、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサに動作的に接続されたメモリと、
　　前記ユーザと前記屋外照明ネットワークとの間の通信のために前記プロセッサに動作
的に接続された通信モジュールと、を有し、
　　前記プロセッサが、
　　　ユーザ指向照明制御サービスの利用可能性を検出し、利用可能である場合、
　　　１以上の照明ユニット制御装置の動作を表す一時的ユーザポリシーを発生し、
　　　前記一時的ユーザポリシーを前記通信モジュールを介して前記屋外照明ネットワー
クに送信する、ユーザ制御装置。
【請求項１７】
　屋外照明ネットワーク（ＯＬＮ）を管理するための中央制御装置であって、該装置が、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサに動作的に接続されたメモリと、
　　操作者と前記屋外照明ネットワークとの間の通信のために前記プロセッサに動作的に
接続された通信モジュールと、を有し、
　　前記プロセッサは、
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　　　複数の照明ユニット制御装置のうちの１以上の照明ユニット制御装置の動作を表す
ポリシーを受信し、
　　　該ポリシーを前記ＯＬＮの動作を表すＯＬＮポリシーに対する一貫性に関してチェ
ックし、
　　　前記ポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記プロセッサ
は更に、
　　　　前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する属性及び構成コマンドを、前記
ポリシーに従って決定し、
　　　　前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する前記属性及び構成コマンドを、
前記複数の照明ユニット制御装置のうちの対応するものに伝達する、中央制御装置。
【請求項１８】
　前記ポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記プロセッサは更
に、
　　前記ＯＬＮポリシーを更新し、
　　前記更新されたＯＬＮポリシーを貯蔵部に伝達する、請求項１７に記載の中央制御装
置。
【請求項１９】
　前記ポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記プロセッサは更
に、
　　操作者に、前記ＯＬＮポリシーが更新されたことを通知する、請求項１８に記載の中
央制御装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサが、更に、既存のＯＬＮポリシーを記録保存する、請求項１８に記載の
中央制御装置。
【請求項２１】
　操作者が前記貯蔵部内の前記更新されたＯＬＮポリシーを手動で変更することができる
、請求項１８に記載の中央制御装置。
【請求項２２】
　前記ポリシーは初期ポリシーであり、
　暫定的ポリシーが前記ＯＬＮポリシーであり、
　前記プロセッサは、
　　前記初期ポリシーを受信し、
　　前記初期ポリシーを前記暫定的ポリシーに対する一貫性に関してチェックし、
　　前記初期ポリシーが前記暫定的ポリシーに対して一貫性を有する場合、前記中央制御
装置は更に、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する属性及び構成コマンドを、前記初
期ポリシーに従って決定し、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する前記属性及び構成コマンドを、前
記複数の照明ユニット制御装置のうちの対応するものに伝達する、請求項１７に記載の中
央制御装置。
【請求項２３】
　前記初期ポリシーが、規制ポリシーサブセット、照明管理者ポリシーサブセット及び装
置ポリシーサブセットを含む、請求項２２に記載の中央制御装置。
【請求項２４】
　前記ポリシーが、規制ポリシーサブセット、照明管理者ポリシーサブセット及び装置ポ
リシーサブセットからなる群から選択されたポリシーサブセットに含まれる少なくとも１
つのポリシーを有する変更ポリシーである、請求項１７に記載の中央制御装置。
【請求項２５】
　前記ポリシーが前記ＯＬＮポリシーと矛盾する場合に、前記プロセッサが現在のＯＬＮ
ポリシーを維持する、請求項１７に記載の中央制御装置。
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【請求項２６】
　前記プロセッサが、更に、操作者に前記ＯＬＮポリシーが変更されなかったことを通知
する、請求項２５に記載の中央制御装置。
【請求項２７】
　前記プロセッサが、更に、前記ポリシーに前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を持たせ
るために、前記ポリシー及び前記ＯＬＮポリシーの少なくとも一方に対する修正を提案す
る、請求項２５に記載の中央制御装置。
【請求項２８】
　貯蔵部が前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する前記属性及び構成コマンドを
更に記憶し、前記プロセッサが、更に、前記複数の照明ユニット制御装置の各々に関する
前記属性及び構成コマンドを前記貯蔵部に伝達する、請求項１７に記載の中央制御装置。
【請求項２９】
　前記ポリシーは前記複数の照明ユニット制御装置の１つにより発生された変更装置ポリ
シーであり、
　前記プロセッサは、
　　前記変更装置ポリシーを受信し、
　　前記変更装置ポリシーを前記ＯＬＮポリシーに対する一貫性に関してチェックし、
　　前記変更装置ポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記プロ
セッサは更に、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに関する属性及び構成コマンドを、前
記変更装置ポリシーに従って決定し、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに関する前記属性及び構成コマンドを
、前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに伝達する、請求項１７に記載の中央制御
装置。
【請求項３０】
　前記ポリシーはユーザにより発生された一時的ユーザポリシーであり、
　前記プロセッサは、
　　前記一時的ユーザポリシーをユーザ制御装置から受信し、
　　前記一時的ユーザポリシーを前記ＯＬＮポリシーに対する一貫性に関してチェックし
、
　　前記一時的ユーザポリシーが前記ＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、前記
プロセッサは更に、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の１つに関する属性及び構成コマンドを、前記一
時的ユーザポリシーに従って決定し、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに関する前記属性及び構成コマンドを
、前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに伝達し、
　　　前記複数の照明ユニット制御装置の前記１つに対して、前記一時的ユーザポリシー
を所定の時間にわたり有効に維持する、請求項１７に記載の中央制御装置。
【請求項３１】
　前記プロセッサが更に、
　　貯蔵部から前記ＯＬＮポリシーを定期的に受信し、
　　前記ＯＬＮポリシーを内部的一貫性に関してチェックする、請求項１７に記載の中央
制御装置。
【請求項３２】
　前記照明ユニット制御装置のプロセッサが、
　　変更装置ポリシーサブセットを発生し、
　　前記変更装置ポリシーサブセットを通信モジュールを介して前記屋外照明ネットワー
クに送信する、請求項１３に記載の照明管理システム。
【請求項３３】
　前記変更装置ポリシーサブセットが、前記照明ユニット制御装置の前記プロセッサに動
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作的に接続されたローカルセンサからの入力に応答して発生される、請求項３２に記載の
照明管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の技術分野は、屋外照明ネットワーク（ＯＬＮ）、特にはポリシーベースＯＬＮ
照明管理システムである。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル照明技術、即ち発光ダイオード（ＬＥＤ）等の半導体光源に基づく照明は、伝
統的な蛍光灯、ＨＩＤランプ及び白熱電球に対する発展性のある代替物を提供する。ＬＥ
Ｄの機能的利点及び利益は、高いエネルギ変換及び光学的効率、耐久性、低運転コスト並
びに多くの他のものを含む。ＬＥＤ技術における最近の進歩は、多くの応用分野における
種々の照明効果を可能にするような効率的で堅牢な全スペクトル照明源をもたらしている
。これらの光源を実施化する照明器具の幾つかは、例えば赤、緑及び青等の異なるカラー
を生成することが可能な１以上のＬＥＤ、並びに種々のカラー及び色変化照明効果を発生
するために上記ＬＥＤの出力を独立に制御するコントローラを含む照明モジュールを特徴
とし、これらは、例えば米国特許第6,016,038号及び同第6,211,626号等に記載されている
（これら文献は参照により本明細書に組み込まれるものとする）。
【０００３】
　道路、街路、駐車設備、公園、景観地、歩道及び自転車通路のための照明等の屋外照明
は、通常、単一の機関により管理される。例えば、ニューヨーク市の街路灯は、運輸局に
より管理されている。１つの当局による集中管理は、より良いセキュリティ、より良好な
使用の協調及び少ない保守費用を可能にする。殆どの屋外照明は、現在のところ、独立に
又は共通電源から給電される小さなグループで稼働している。しかしながら、インターネ
ット及び無線通信システムの発展により、屋外照明をネットワーク化し、斯かる屋外照明
の運転を集中型サーバにより管理しようという流れが存在する。
【０００４】
　ＬＥＤ等の新世代電灯は、要求に応じて調光レベル及びカラーを調整する能力を有する
。このことは、エネルギを節約し、光害を低減し、及びローカルな照明規則に準拠する際
の付加的柔軟性を可能にする。残念ながら、現世代の屋外照明は、この柔軟性を活用する
ことができる制御及び管理システムを採用していない。
【０００５】
　現在の管理システムは独自仕様のソフトウェアツールを組み込んでおり、これらソフト
ウェアツールは柔軟性がなくて、使用するためには相当の訓練を要し、かなりの費用が掛
かる。初期的装置能力及び制御オプションは、当該照明システムの配備前に又は試運転（
コミッショニング）及び構成の際に当該ソフトウェアにプログラミングされる。配備前に
、当該照明システムが配備されるべき特定の市又は他の地理的領域の要件を満たすために
、しばしば、ソフトウェアの特注化が必要とされる。構成オプション（configuration op
tions）は極めて複雑であり得る。例えば、各地域の固有の要件／規則に従って照明ユニ
ットの調光計画を構成することは極めて複雑であり得る。多くの場合、管理される屋外照
明ネットワークは数千の照明ユニットを含み得る。幾つかの場合において、照明ユニット
はグループに構成され得るが、時には、このことさえも配備を管理可能なものとするには
不十分である。照明システムの管理者及び設置者は、当該ソフトウェアをどの様に使用す
るかに関して十分に訓練されねばならず、実施化されるべき構成オプションを識別しなけ
ればならない。配備後において、規則又は管理の要望の変化による照明要件の変化は、斯
かる照明要件の変更を実施するために更なるソフトウェアの特注化を必要とする。また、
配備後に、当該屋外照明ネットワークに新たな能力を備えた新たな照明ユニットが導入さ
れる場合、これらの新たな能力は、当該管理ソフトウェアがソフトウェア・アップグレー
ドにより更に特注化されるまで利用することはできない。また、配備後はシステムの準拠
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性、例えば規則又は工業規格の順守を検証する方法がない。準拠処理は、典型的には、照
明の設計段階で実行され、配備後は僅かな測定がなされるのみである。加えて、過去にお
いて何の特定の時点でどの様な照明構成が配備されたかを追跡する履歴記録が存在しない
。
【０００６】
　既存のシステムは、装置の構成（configuration）、動作及び性能の観点からも柔軟性
がない。例えば、照明器具は特定の性能規格を満たすように製造されるが、所与の地域の
実際の要求は当該照明器具が配置された後に変わり得る。照明器具は、当該照明器具の１
０～１５年の寿命にわたり自身の初期の配備構成のままであり得る。屋外照明ネットワー
クの場合、市中にわたり配備された例えば何万もの多数の照明ユニットが存在し得る。現
在のところ、新しい性能及び稼働要件を満たすように照明システムの性能を再構成するた
めの便利な方法は存在しない。幾つかの場合では、照明ユニットが自身の動作を適合させ
る所要の能力を有さない場合に当該システムを変更することさえ不可能である。照明シス
テムを再構成する際の現状技術は、当該ネットワーク内の多数の照明ユニットの各々のフ
ァームウエアを、これら照明ユニットの動作の何らかの限られた遠隔制御により更新する
ことである。照明ユニットは、各照明ユニットの配備存続期間が大きいことがあり得るの
で、種々のバージョンのハードウェア及びソフトウェアを有し得る。このように、配備さ
れた照明器具の各々に関してファームウエアのアップグレードの互換性を把握しておくこ
とは非現実的である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述した欠点を克服するポリシーベース（policy-based）ＯＬＮ照明管理システムを有
することが望ましいであろう。該ＰＢＬＭは、屋外照明システムのための構成、性能、動
作、セキュリティ、アクセス制御及びサービスレベルを管理する系統的な方法を提供する
。その利点の幾つかは、ローカルな（例えば市の）照明規則を満たすための特注化の容易
さ、異種の照明装置の管理の容易さ、システム・アップグレードの容易さ（例えば、新た
な装置を容易に追加及び構成することができる）、装置の能力が許す限り配備後に作成さ
れた新たな照明規則に対する準拠の容易さ、及び複数の応用及びユーザの間での優先付け
を含む。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　ここで説明するポリシーベースＯＬＮ照明管理（ＰＢＬＭ）システムは、操作者が、１
以上の照明ユニットに接続された各照明ユニット制御装置の動作を別個に指定する必要無
しに、当該屋外照明ネットワークの動作を指定することを可能にする。ＰＢＬＭシステム
を採用することにより、屋外照明ネットワークの動作を、配備後に、ハードウェア及びフ
ァームウエア等の構成を変更することなく、変更することができる。一例において、ＰＢ
ＬＭシステムは中央制御装置上で動作し、ＯＬＮ属性及びＯＬＮポリシーを有する屋外照
明ネットワーク（ＯＬＮ）貯蔵部を含む。当該屋外照明ネットワークが最初に設置された
場合、設置者は、上記照明ユニット制御装置及び関連する照明ユニットに関する情報を伴
うＯＬＮ属性を入力（populate）する。また、設置者は、ポリシーサブセットにおけるポ
リシーにより指定される規則、管理及び装置要件による制約及び目標を考慮して、当該屋
外照明ネットワークの動作を支配するＯＬＮポリシーも入力する。上記ポリシーサブセッ
トは、動作目標及び制約を、これらが互いに両立する（矛盾しない）程度に、実施するＯ
ＬＮポリシーへと組み合わされる。
【０００９】
　操作者は、ＯＬＮポリシーに対する変更を、特定の動作又は挙動を詳細なコマンド／ス
ケジュールに関して詳細に記述する必要無しに行うことができる。代わりに、操作者は理
解するのが容易な高いレベルのポリシーのフォーマットで最終的結果を指定することがで
き、ＰＢＬＭシステムは特定の動作コマンド／動作に変換する。ポリシーのサブセットが
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提案された場合（例えば新しい規則が通過した後）、中央制御装置は該提案されたポリシ
ーサブセットを既存のＯＬＮポリシーに対して見直し、該提案されたポリシーが実施可能
であること及び如何なる一層高位のポリシーに対しても一貫性があることを判定する。中
央制御装置は、提案されたポリシーが実施可能であることを決定するか、又はポリシー間
の矛盾を解決し、次いで提案されたポリシーによりＯＬＮポリシーを実施可能なように更
新する。中央制御装置は、該更新されたＯＬＮポリシーを、必要に応じて前記照明ユニッ
ト制御装置に情報を供給することにより実行することができる。１つの例示的実施態様に
おいて、新たに設置された照明ユニット制御装置は、装置が設置された場合に、中央制御
装置に対して見直しのために装置ポリシーのサブセットを自動的に供給することができる
。
【００１０】
　本発明の一態様は屋外照明ネットワーク（ＯＬＮ）のための照明管理システムを提供す
るのもであり、該管理システムは中央制御装置と、複数の照明ユニット制御装置と、上記
中央制御装置及び照明ユニット制御装置を動作的に接続する通信システムと、上記中央制
御装置と通信する貯蔵部とを含み、上記貯蔵部はＯＬＮポリシーを記憶するように動作す
る。上記中央制御装置は、ポリシーを受信すると共に、一貫性に関して該ポリシーをＯＬ
Ｎポリシーに対してチェックする。当該ポリシーがＯＬＮポリシーに対して一貫性がある
（矛盾しない）場合、中央制御装置は、更に、複数の照明ユニット制御装置の各々に対す
る構成コマンド及び属性を決定し、上記複数の照明ユニット制御装置の各々に対する構成
コマンド及び属性を、該複数の照明ユニット制御装置のうちの対応するものに伝達する。
【００１１】
　本発明の他の態様はユーザが屋外照明ネットワークの特定の側面（特徴）を制御するこ
とを可能にするユーザ制御装置を提供するものであり、該ユーザ制御装置は、プロセッサ
と、該プロセッサに動作的に接続されたメモリと、ユーザと当該屋外照明ネットワークと
の間の通信のために上記プロセッサに動作的に接続された通信モジュールとを有する。上
記プロセッサは、一時的なユーザポリシーを発生すると共に、該一時的ユーザポリシーを
上記通信モジュールを介して当該屋外照明ネットワークに送信する。
【００１２】
　本発明の他の態様は、屋外照明ネットワークを管理する中央制御装置を提供するもので
あり、該中央制御装置は、プロセッサと、該プロセッサに動作的に接続されたメモリと、
操作者及び当該屋外照明ネットワークと通信するために上記プロセッサに動作的に接続さ
れた通信モジュールとを有する。上記プロセッサは、ポリシーを受信し、該ポリシーを一
貫性に関してＯＬＮポリシーに対してチェックするよう動作する。当該ポリシーがＯＬＮ
ポリシーに対して一貫性がある場合、上記プロセッサは、更に、複数の照明ユニット制御
装置の各々に対する構成コマンド及び属性を当該ポリシーに従って決定すると共に、上記
複数の照明ユニット制御装置の各々に対する構成コマンド及び属性を該複数の照明ユニッ
ト制御装置のうちの対応するものに伝達する。
【００１３】
　本発明の他の態様は屋外照明ネットワークを管理する照明ユニット制御装置を提供する
ものであり、該照明ユニット制御装置は、プロセッサと、該プロセッサに動作的に接続さ
れたメモリと、操作者と当該屋外照明ネットワークとの間の通信のために上記プロセッサ
に動作的に接続された通信モジュールとを有する。上記プロセッサは、中央制御装置から
属性及び構成コマンドを受信すると共に、少なくとも１つの関連する照明ユニットを上記
構成コマンドに従って動作させる。
【００１４】
　本発明の上述した及び他の特徴並びに利点は、添付図面に関連して精読される現在好ま
しい実施態様の後述する詳細な説明から更に明らかとなるであろう。尚、詳細な説明及び
図面は、添付請求項及び均等物により定義される本発明の範囲を限定するというよりは、
本発明を単に解説するものである。
【００１５】
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　本開示の目的で本明細書で使用される場合、“ＬＥＤ”なる用語は、如何なる発光ダイ
オード又は電気信号に応答して放射を発生することが可能な他のタイプの電荷注入／接合
型システムをも含むものと理解されるべきである。従って、ＬＥＤなる用語は、これらに
限定されるものではないが、電流に応答して光を放出する種々の半導体型構造体、発光ポ
リマ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、エレクトロルミネッセント・ストライプ等を含
む。特に、ＬＥＤなる用語は、赤外スペクトル、紫外スペクトル及び可視スペクトルの種
々の部分（通常、約４００ナノメートルから約７００ナノメートルまでの放射波長を含む
）の１以上における放射を発生するように構成することができる全てのタイプの発光ダイ
オード（半導体及び有機発光ダイオードを含む）を指す。ＬＥＤの幾つかの例は、これら
に限定されるものではないが、種々のタイプの赤外ＬＥＤ、紫外ＬＥＤ、赤色ＬＥＤ、青
色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、黄色ＬＥＤ、琥珀色ＬＥＤ、橙色ＬＥＤ及び白色ＬＥＤを含む（
後に更に説明する）。また、ＬＥＤは所与のスペクトル（例えば、狭い帯域幅、広い帯域
幅）に対して種々の帯域幅（例えば、半値全幅又はＦＷＨＭ）及び所与の一般色分類内で
種々の優勢波長を持つ放射を発生するよう構成及び／又は制御することができると理解さ
れるべきである。
【００１６】
　例えば実質的に白色光を発生するように構成されたＬＥＤの一構成例（例えば、白色Ｌ
ＥＤ）は、組み合わせで実質的に白色光を形成するように混ざり合うような、異なるスペ
クトルのエレクトロルミネッセンスを各々放出する複数のダイを含むことができる。他の
構成例では、白色光ＬＥＤは、第１スペクトルを持つエレクトロルミネッセンスを別の第
２のスペクトルに変換する蛍光体材料に関連され得る。この構成の一例において、相対的
に短い波長及び狭い帯域幅のスペクトルを持つエレクトロルミネッセンスは上記蛍光体材
料を“ポンピング”し、該蛍光体材料は幾らか広いスペクトルを持つ一層長い波長の放射
を放出する。
【００１７】
　また、ＬＥＤなる用語はＬＥＤの物理的及び／又は電気的パッケージのタイプを限定す
るものではないと理解されるべきである。例えば、ＬＥＤは、異なるスペクトルの放射を
各々放出するように構成された複数のダイ（例えば、個別に制御することが可能であるか
又は可能でない）を有する単一の発光デバイスを指し得る。また、ＬＥＤは、当該ＬＥＤ
の一体部分と見なされる蛍光体と関連され得る（例えば、幾つかのタイプの白色ＬＥＤ）
。一般的に、ＬＥＤなる用語は、パッケージ化ＬＥＤ、非パッケージ化ＬＥＤ、表面実装
ＬＥＤ、チップオンボードＬＥＤ、Ｔパッケージ実装ＬＥＤ、ラジアルパッケージＬＥＤ
、電力パッケージＬＥＤ、何らかのタイプのケース及び／又は光学素子（例えば、拡散レ
ンズ）を含むＬＥＤ等を指すことができる。
【００１８】
　上述した概念及び後に詳述する追加の概念の全ての組み合わせ（斯かる概念が互いに矛
楯しない限り）は、ここに開示する本発明の主題の一部であると意図されることに注意す
べきである。特に、この開示の最後に現れる請求項に記載の主題の全ての組み合わせは、
ここに開示される本発明の主題の一部であると意図される。また、参照により本明細書に
組み込まれる何れかの文献にも現れる、ここで明示的に使用される用語は、ここに開示さ
れる特定の概念と最も一貫性のある意味が付与されるべきであると理解されるべきである
。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本発明による屋外照明ネットワークのためのＰＢＬＭシステムの例示的
実施態様のブロック図である。
【図２】図２は、本発明による屋外照明ネットワークのためのＰＢＬＭシステムの例示的
実施態様に関するポリシー、ポリシーサブセット及びＯＬＮポリシーの概念図である。
【図３】図３は、本発明による屋外照明ネットワークのためのＰＢＬＭシステムの例示的
実施態様を通しての情報の流れのブロック図である。
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【図４】図４は、本発明による屋外照明ネットワークのためのユーザ制御装置の例示的実
施態様のブロック図である。
【図５】図５は、本発明による屋外照明ネットワークのための中央制御装置の例示的実施
態様のブロック図である。
【図６】図６は、本発明による屋外照明ネットワークのための照明ユニット制御装置の例
示的実施態様のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下で参照される図面において、同様の符号は概して異なる図を通して同様の部分を指
している。また、図面は必ずしも実寸ではなく、代わりに、本発明の原理を図示する際に
概して強調されている。
【００２１】
　図１は、本発明による屋外照明ネットワークのためのＰＢＬＭシステムの例示的実施態
様のブロック図である。図１は、操作者が屋外照明ネットワーク（ＯＬＮ）を管理するこ
とを可能にするＰＢＬＭシステムの概要を提示している。当該ＰＢＬＭシステム全体にお
ける、ユーザ制御装置、中央制御装置及び照明ユニット制御装置を含む各部の詳細は、図
４、５及び６に各々示される。
【００２２】
　図１を参照すると、本例におけるＰＢＬＭシステム９０は、複数のオプションとしての
ユーザ制御装置３０と、中央制御装置４０と、複数の照明ユニット制御装置５０と、上記
オプションとしてのユーザ制御装置３０、中央制御装置４０及び照明ユニット制御装置５
０の間に動作的に接続された通信システム６０と、上記中央制御装置４０と通信する貯蔵
部７０とを含んでいる。ＰＢＬＭシステム９０は照明ユニット８２も含むことができ、こ
れら照明ユニット８２の各々は前記照明ユニット制御装置５０の１つに関連付けられてい
る。ＰＢＬＭシステム９０は、中央制御装置４０と通信して操作者７４が当該ＰＢＬＭシ
ステム９０に入力を供給するのを可能にするテレマネージメント局７２も含むことができ
る。貯蔵部７０及びテレマネージメント局７２は、中央制御装置４０に接続されることに
より該中央制御装置４０と直接的に通信することができるか、又は通信システム６０を介
して中央制御装置４０に接続することができる。
【００２３】
　ＰＢＬＭシステム９０は、操作者７４が、各照明ユニット制御装置５０の動作を別個に
指定する必要無しに、屋外照明ネットワーク８０の動作を指定することを可能にする。一
例において、ＰＢＬＭシステム９０は、中央制御装置４０と共に、且つ、当該ＰＢＬＭシ
ステム９０のＯＬＮポリシーを記憶する一方、照明ユニット制御装置５０の各々に対する
構成コマンド及び属性を記憶する貯蔵部７０と共に動作する。照明ユニット制御装置５０
の各々も、上記属性を記憶することができ、個々の照明ユニット制御装置５０に当てはま
る構成コマンドを記憶及び実行することができる。一群の属性が、各照明ユニット制御装
置５０及び関連する照明ユニット又は複数の照明ユニット８２に対する構成パラメータを
定義する。構成コマンドは、照明ユニット制御装置５０に即座の行動をとるように及び／
又は将来の行動を計画するように指令する。
【００２４】
　図２は、本発明による屋外照明ネットワークのためのＰＢＬＭシステムの例示的実施態
様に対するポリシー、ポリシーサブセット及びＯＬＮポリシーの概念図である。１以上の
ポリシーが一貫性のあるＯＬＮポリシーへと組み合わされ、該ＯＬＮポリシーが当該屋外
照明ネットワークの動作を支配する。ポリシーはポリシーサブセットへと組み合わせるこ
とができ、これらポリシーサブセットは上記ポリシーの源を指定すると共に複数のポリシ
ーが単位として導入されるのを可能にする。
【００２５】
　本例において、規制サブセット１１００はポリシー１１０２、１１０４及び１１０６を
含み、照明管理者（ＬＭ）サブセット１２００はポリシー１２０２を含み、装置サブセッ
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ト１３００はポリシー１３０２を含み、ユーザサブセット１４００はポリシー１４０２を
含む。これらサブセットは、自身の源又は主題を示すように命名することができる。本例
では、規制サブセット１１００は規則に関するポリシーを含み、ＬＭサブセット１２００
は照明管理者からのポリシーを含み、装置サブセット１３００は照明ユニット制御装置等
の装置により開始されるポリシーを含み、ユーザサブセット１４００はユーザからのポリ
シーを含む。当業者であれば、如何なる数のサブセットも、特定の用途の所望に応じて異
なる源又は主題に対して使用することができると理解するであろう。一実施態様において
、サブセットの指定は、ポリシーの階層構造（例えば、規制サブセットからのポリシーは
、ＬＭサブセットからのポリシーよりも優先する）を設定するために使用することができ
る。
【００２６】
　規制サブセット１１００、ＬＭサブセット１２００、装置サブセット１３００及びユー
ザサブセット１４００らのポリシーは一貫性に関してチェックされ、一貫性がある場合、
ＯＬＮポリシー１５００へと組み合わされる。該ＯＬＮポリシー１５００は、照明ユニッ
ト１００１～１０１３を含む屋外照明ネットワーク１０００の挙動及び動作を支配する。
ＯＬＮポリシー１５００におけるポリシーの照明ユニットへのマッピングを図示するため
に、当該屋外照明ネットワーク１０００における照明ユニットの周りには楕円形境界が示
されている。ポリシーは、関連する照明ユニットの如何なる挙動、動作及び／又は構成も
支配することができる。本例では、ポリシー１１０２は、境界１０２２により示されるよ
うに全ての照明ユニット１００１～１０１３にマッピングする。ポリシー１１０４は境界
１０２４により示されるように照明ユニット１００１、１００２及び１００３にマッピン
グする。ポリシー１１０６は境界１０２６により示されるように照明ユニット１００４、
１００６、１００７、１００８、１００９及び１０１０にマッピングする。ポリシー１２
０２は境界１０２８により示されるように照明ユニット１００３～１００６にマッピング
する。ポリシー１３０２は境界１０３０により示されるように照明ユニット１０１１にマ
ッピングする。ポリシー１４０２は境界１０３２により示されるように照明ユニット１０
１２及び１０１３にマッピングする。上記境界により示されるように、複数のポリシーが
単一の照明ユニットに当てはまり得る。例えば、照明ユニット１００３はポリシー１１０
２、１１０４及び１２０２により支配される。複数のポリシーが単一の照明ユニットに適
用されるべき場合、これら複数のポリシーはＯＬＮポリシーに組み込まれる前に一貫性に
関してチェックされる。
【００２７】
　ＰＢＬＭシステムに対するＯＬＮポリシーは、当該屋外照明ネットワークの動作を支配
する一群の相互に一貫性のあるポリシーである。ここで定義されるポリシーは、当該屋外
照明ネットワークに接続された少なくとも１つの装置の所望の挙動、性能、動作及び／又
は構成（configuration）を表す１以上の条件的記述である。ポリシーは、照明ユニット
又は他の装置に関して制御可能であるか又は可変の如何なるもの、例えば属性、地理的区
域及びスケジューリング（タイミング）に関する値等、も指定することができる。ポリシ
ーは高レベル言語（人が容易に理解することができる何らかのもの）で指定することがで
き、ＰＢＬＭシステムは該ポリシーをＯＬＮ装置に関する特定の構成及び動作に翻訳する
ことができる。例えば、ポリシーはif-then-else条件であり得る。即ち、一連の条件が満
足されたら、一連の処置を実行する。属性は、能力を表すと共に当該ＯＬＮに接続された
装置の挙動を決定する可能な値であり、括弧内に値の例を伴う下記の属性の１以上等であ
る。即ち、装置のタイプ（照明ユニット、カメラ、センサ）、照明ユニットＩＤ（番号）
、照明ユニットのタイプ（街路灯、高速道路、シティーセンタ、野球場）、ランプのタイ
プ（ＬＥＤ、ナトリウム-スカンジウム・メタル・ハライド、高圧ナトリウム）、最大ラ
ンプ出力（ワット）、調光範囲（サポートされる調光値の範囲）並びに照明ユニット制御
装置５０及び関連する照明ユニット８２に関して所望の何らかの他の情報である。照明ユ
ニット制御装置５０が２以上の照明ユニット８２に関連付けられている場合、該照明ユニ
ット制御装置５０は、これら照明ユニットの各々に関する属性を含むことができる。前記
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構成コマンド（configuration commands）が中央制御装置４０により照明ユニット制御装
置５０へ送信され、当該照明ユニット８２に関する新たな挙動及び／又は動作をスケジュ
ーリングすることにより当該ＯＬＮポリシーを実行する。
【００２８】
　構成コマンドは、ここでは、中央制御装置から照明ユニット制御装置へ送信されるポリ
シーと定義される。照明ユニット制御装置５０は構成コマンドを実行可能なコマンドに翻
訳し、これら実行可能なコマンドは個々の照明ユニット８２において実施される。構成コ
マンドは中央制御装置によりＯＬＮポリシーとの一貫性に関して既にチェックされている
ので、照明ユニット制御装置５０は、該構成コマンドを一貫性に関してチェックする必要
はないが、特定の用途のために所望に応じてチェックをオプションとして実行することも
できる。
【００２９】
　当該屋外照明ネットワーク内の全ての照明ユニット制御装置及び関連する照明ユニット
（又は複数の照明ユニット）に対する属性及び構成コマンドを決定した結果、属性に関し
てバラバラな値とならない場合、即ち斯かる属性値が互いに矛盾しない場合、２以上のポ
リシー又はポリシーサブセットは一貫性がある。最終動作（例えば、当該屋外照明ネット
ワークにおける照明ユニット制御装置及び関連する照明ユニット（又は複数の照明ユニッ
ト）に対する構成コマンド）が矛盾する又は何れかの他の優先度の一層高いポリシーに違
反する場合、２つのポリシーは矛盾する。例えば、或るポリシーが特定の時間の間に当該
ライトがオフされることを要求する一方、より高い優先度のポリシーが該ライトをオンす
ることを要求する場合、これらのポリシーは矛盾する。既存のＯＬＮポリシーに矛盾する
新たに提案されたポリシーは、当該ＯＬＮポリシーには入力されない。一実施態様におい
て、当該ＰＢＬＭシステムは先着順サービスで動作するので、一貫性のない新たに提案さ
れたポリシーは無視される。他の実施態様では、既存の順位の低いポリシーと矛盾する新
たな順位の高いポリシーが、該既存の順位の低いポリシーを無効にし、該既存のポリシー
はＯＬＮポリシーから取り消される。当業者であれば、特定の用途例（アプリケーション
）に対して優先度を所望のように確立することができる、例えば規制ポリシーが管理ポリ
シーに優先するように優先度を設定することができることを理解するであろう。一実施態
様において、新たに提案されたポリシーの属性値が既存のＯＬＮポリシーにおける属性値
と重なる場合、斯かる２つの属性値の範囲の交差部を使用することができる。
【００３０】
　図１を参照すると、中央制御装置４０は当該ＯＬＮ内の全ての装置の構成を管理して、
装置の構成及び動作が、定められたＯＬＮポリシーと矛盾しないことを保証する。中央制
御装置４０は、操作者７４からのポリシー等のポリシーを受信し、該ポリシーを一貫性に
関して当該ＯＬＮポリシーに対してチェックし、該ポリシーが該ＯＬＮポリシーに対し一
貫性がある場合に複数の照明ユニット制御装置５０の各々に対する属性及び構成コマンド
を当該ポリシーに従って決定し、上記複数の照明ユニット制御装置５０の各々に対する属
性及び構成コマンドを該複数の照明ユニット制御装置５０のうちの対応するものに伝達す
る。一実施態様において、中央制御装置４０は、更に、上記ポリシーがＯＬＮポリシーに
対して一貫性がある場合に、該ＯＬＮポリシーを更新し、該更新されたＯＬＮポリシーを
貯蔵部７０に伝達する。一実施態様において、中央制御装置４０は、更に、操作者に当該
ＯＬＮポリシーが更新されたことを通知することができる。一実施態様において、操作者
は貯蔵部内の更新されたＯＬＮポリシーを手動で変更することができる。ポリシーは長期
にわたりＯＬＮポリシーに追加されるので、該ＯＬＮポリシーは次第に制限的なものにな
り得る。貯蔵部内の更新されたＯＬＮポリシーを手動で変更する（例えば、ＯＬＮポリシ
ーからポリシーを削除する等）ことにより、操作者はＯＬＮポリシーを余り制限的でない
ものとすることができる。
【００３１】
　中央制御装置４０は、更新前のＯＬＮポリシー等の既存のＯＬＮポリシーを記録保存し
て、時間にわたる当該ＯＬＮポリシーの履歴（historical record）を形成することもで
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きる。一実施態様において、中央制御装置４０は当該ポリシーがＯＬＮポリシーと矛盾す
る場合、現在のＯＬＮポリシーを維持することができる。中央制御装置４０は操作者にＯ
ＬＮポリシーが変更されなかった旨を通知することもできる。中央制御装置４０は、当該
ポリシーを現在のＯＬＮポリシーに対して一貫性のあるものにするために、該ポリシー及
び／又はＯＬＮポリシー（即ち、該ポリシー及びＯＬＮポリシーの何れか又は両方）に対
する修正を提案することもできる。更に、中央制御装置４０は、新しいポリシーを受け入
れるために、現在のＯＬＮポリシー内のポリシーの修正（例えば、特定のポリシーの削除
等）を提案することもできる。
【００３２】
　当該屋外照明ネットワークが設置されつつある場合、受信されるポリシーは初期のポリ
シーであり得、暫定的なポリシーが貯蔵部７０にＯＬＮポリシーとして記憶される。中央
制御装置４０は、当該ポリシーが以前にインストールされた暫定的ＯＬＮポリシーに対し
て一貫性がある場合、複数の照明ユニット制御装置５０の各々に対する属性及び構成コマ
ンドを該ポリシーに従って決定する。上記の暫定的ＯＬＮポリシーは、殆どの屋外照明ネ
ットワークに適した汎用の非制限的ＯＬＮポリシー、空許容ポリシー（empty permissive
 policy）、又は設置されつつある特定の屋外照明ネットワークに対して提案された初期
ポリシーとの比較が可能な如何なる他の初期ポリシーとすることもできる。例えば、上記
暫定的ＯＬＮポリシーは、全照明ユニットがずっとオン状態であることを可能にし、該暫
定的ＯＬＮポリシーを狭めることにより初期ポリシーが照明ユニットの動作を所望に応じ
て制限するようにするポリシーとすることができる。このようにして、設置者等の操作者
７４は、照明ユニット制御装置５０及び照明ユニット８２に関する情報を伴う属性及び構
成コマンドを投入する。
【００３３】
　当該屋外照明ネットワークの動作を支配する上記初期ポリシーは、規制、照明管理者及
び装置要件等の目標及び制約を考慮する。初期ポリシーは、所望に応じて複数のポリシー
サブセットから構築することができる。操作者は、一度に１つのポリシーからＯＬＮポリ
シーを構築することができる。一実施態様において、初期ポリシーは、規制ポリシーサブ
セット、照明管理者ポリシーサブセット及び装置ポリシーサブセットを含む。上記規制ポ
リシーサブセットは、更に、連邦、州及び／又はローカル規制ポリシーサブセットに分割
することができる。一実施態様において、上記規制ポリシーサブセットは、政府等の第三
者又は規制ポリシーサブセットをサービスとして提供する民間会社から取り込むことがで
きる。
【００３４】
　初期ポリシーがＯＬＮポリシーに導入された後、当該ＯＬＮの照明戦略及び／又は設備
は変化し得、改訂されたＯＬＮポリシーを必要とする。変更を実施するために新たなポリ
シーが定義された場合、中央制御装置４０は、先ず、該ポリシーが他のポリシーに対して
一貫性があるかを確認し、次いで該ポリシーを前記貯蔵部に追加して、該ポリシーを実行
する。例えば、照明運用規則を制限又は拡張する新たな規制が通過することがあり得る。
例えば、新たな照明区域規則は、特定の夜間の時間の間に特定の区域（例えば、ＬＺ０及
びＬＺ１）における電灯をオフにすることを要求し得る。
【００３５】
　変更ポリシーを、ＯＬＮポリシーに対する変更を実施するために使用することができる
。中央制御装置４０は、操作者７４として行動する照明管理者又は副管理者等の変更ポリ
シーを受信する。既存のＯＬＮポリシーに対する少なくとも１つの提案された変更を含む
変更ポリシーは、規制ポリシーサブセット、照明管理者ポリシーサブセット、装置ポリシ
ーサブセット及び／又は何らかの他のポリシーサブセットからのポリシーを含むことがで
きる。変更ポリシーは、照明性能、動作及び／又は設備の所望の変更を表す。この場合、
中央制御装置４０は該変更ポリシーを一貫性に関して既存のＯＬＮポリシーに対しチェッ
クする。例えば、中央制御装置４０は、提案されたポリシーが実施可能であること、及び
該ポリシーが如何なる高順位のポリシーとも一貫性があることをチェックする。例えば、
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照明ユニットをずっとオンのままにするであろう照明管理者ポリシーサブセットからの提
案された変更ポリシーは、当該ＯＬＮポリシーに導入された既存の規制ポリシーサブセッ
トが特定の時間の間に照明ユニットが調光又はオフされることを要求している場合は、実
施不可能であろう。変更ポリシーがＯＬＮポリシーに対し一貫性がある場合、中央制御装
置４０は照明ユニット制御装置５０の各々に対する属性及び構成コマンドを該変更ポリシ
ーに従って決定し、次いで、これら属性及び構成コマンドを対応する照明ユニット制御装
置５０に伝達する。一実施態様においては、中央制御装置４０が、対応する照明ユニット
制御装置５０への上記属性及び構成コマンドの伝達を開始する。一実施態様において、中
央制御装置４０はＯＬＮポリシーも更新し、更新されたＯＬＮポリシーを貯蔵部７０に伝
達する。他の実施態様においては、上記属性及び構成コマンドの伝達を開始するために照
明ユニット制御装置５０が中央制御装置４０を周期的にポーリングする。一実施態様にお
いて、当該変更ポリシーが規制ポリシーサブセットからのものである場合、中央制御装置
４０は当該ＯＬＮポリシーから矛盾する照明管理者ポリシー及び装置ポリシーを削除する
ことができる。一実施態様において、当該変更ポリシーが照明管理者ポリシーサブセット
又は装置ポリシーサブセットからのものである場合、中央制御装置４０は、該変更ポリシ
ーが既存のＯＬＮポリシーに対して一貫性があることを判定した後、該変更ポリシーをＯ
ＬＮポリシーに含める。
【００３６】
　当該ＯＬＮポリシー下で利用可能な動作範囲は、制約され得る。例えば、照明規則は、
照明ユニットが所与の輝度範囲に対して所与の色温度範囲内で動作することを要求し得る
。操作者は、最適エネルギ消費のために所与の色温度-輝度範囲内で或る範囲を指定する
と共に、最適な車両の安全性のために別の範囲を指定することができ、これら範囲は互い
に素である（即ち、矛盾する）ものとすることができる。何れの範囲も照明規則を満たす
ものであるが、ＯＬＮポリシーには１つの範囲のみが存在し得る。一実施態様において、
中央制御装置４０は、矛盾を回避するために、矛盾するポリシーを異なる時間に又は異な
る照明ユニットに対して適用することができる。
【００３７】
　変更ポリシーが既存のＯＬＮポリシーと矛盾する場合、中央制御装置４０は既存のＯＬ
Ｎポリシーを維持し、新たな属性及び構成コマンドを決定しないものとすることができる
。一実施態様において、中央制御装置４０は操作者７４にＯＬＮポリシーが変更されなか
った旨を通知することもできる。他の実施態様において、中央制御装置４０は当該変更ポ
リシー及び／又はＯＬＮポリシー（即ち、当該変更ポリシー及びＯＬＮポリシーの何れか
又は両方）に対する、該変更ポリシーを既存のＯＬＮポリシーに対して矛盾させないよう
にする可能な修正を提案することができる。例えば、夜間に街路灯を４０％調光させる提
案された照明管理者ポリシーは、if ((Light_point_type == street_light) && (Time ==
 midnight_dawn)), then Operating_level = 0.6 endifであり得る。これは、市の中心に
おける電灯は決して調光してはならないことを要求する前から存在する（より高い優先度
の）規制ポリシーと矛盾するので、当該ＯＬＮポリシーは変更されない。中央制御装置４
０は、市の中心を除き、真夜中後で夜明けまで街路灯を４０％調光するための可能な変更
を、if ((Light_point_type == street_light) && (Location != City_center) && (Time
 == midnight_dawn)), then Operating_level = 0.6 endifなるポリシーにより提案する
ことができる。他の照明管理者が遠隔の道路上で交通量に動的に基づいて電灯を２５％調
光することを提案したとしたら、中央制御装置４０は該照明管理者に対して、電灯は真夜
中後に４０％調光されるので、電灯がオンされた時点と真夜中との間においてのみ該調光
が有効であると助言することができる。ＯＬＮポリシーが指定不足（曖昧）であり、一連
の属性値が許容可能である場合、中央制御装置４０は該許容される範囲内の属性値をラン
ダムに選択することができる。
【００３８】
　照明ユニット制御装置５０は、新たなポリシーを開始することができる。１つの例示的
実施態様において、新たに設置される装置は、該装置が設置された際に中央制御装置に対
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し吟味のために変更装置ポリシーを自動的に供給することができる。中央制御装置４０は
、照明ユニット制御装置５０から、該照明ユニット制御装置５０及び／又は関連する照明
ユニット（又は複数の照明ユニット）８２に対する変更を表す変更装置ポリシーを受信す
る。この場合、中央制御装置４０は該変更装置ポリシーを一貫性に関して既存のＯＬＮポ
リシーに対してチェックする。例えば、中央制御装置４０は、提案された変更装置ポリシ
ーが実行可能であること、及び該変更装置ポリシーが如何なる高い順位のポリシーとも一
貫性があることをチェックする。該変更装置ポリシーが当該ＯＬＮポリシーと矛楯しない
場合、中央制御装置４０は、該変更装置ポリシーに従って、当該提案された変更装置ポリ
シーを開始する照明ユニット制御装置５０に対する属性及び構成コマンドを決定し、次い
で、該属性及び構成コマンドを対応する照明ユニット制御装置５０に伝達する。一実施態
様において、・BR>・寳ァ御装置４０はＯＬＮポリシーも更新し、該更新されたＯＬＮポ
リシーを貯蔵部７０に伝達する。一実施態様において、中央制御装置４０は操作者７４に
、ＯＬＮポリシーが上記変更装置ポリシーに応答して更新されたことを通知することがで
きる。
【００３９】
　当該装置ポリシーが既存のＯＬＮポリシーと矛楯する場合、中央制御装置４０は既存の
記憶されたＯＬＮポリシーを維持することができ、新たな属性及び構成コマンドは決定し
ない。一実施態様において、中央制御装置４０は操作者７４及び／又は照明ユニット制御
装置５０に当該ＯＬＮポリシーが変更されなかったことを通知することもできる。他の実
施態様において、中央制御装置４０は、上記装置ポリシーが既存のＯＬＮポリシーに対し
て一貫性をもたせるような、該装置ポリシー及び／又はＯＬＮポリシー（即ち、該装置ポ
リシー及びＯＬＮポリシーの何れか又は両方）に対する可能な修正を提案することができ
る。
【００４０】
　ＰＢＬＭシステム９０は、既存のＯＬＮポリシーの定期的なチェックを実行することも
できる。中央制御装置４０は、貯蔵部７０からＯＬＮポリシーを定期的に受信し、該ＯＬ
Ｎポリシーを内部的一貫性に関してチェックすることができる。中央制御装置４０は、装
置の構成（configurations）が既存のＯＬＮポリシーに対して一貫性があることを保証す
る。
【００４１】
　１つの例示的実施態様において、個々のユーザ２０はユーザ制御装置３０に対して当該
屋外照明ネットワークからの特定の動作に関する制御要求を行うことができ、該ユーザ制
御装置は一時的ユーザポリシーを中央制御装置４０に供給することができる。一例は、警
察官等の公衆安全ユーザが緊急の場合において或る領域（例えば、運動競技場）内の電灯
をオンにすると共に照明レベルを推奨規格より高く設定することであろう。中央制御装置
４０は、該一時的ユーザポリシーを一貫性に関してＯＬＮポリシーに対してチェックする
と共に、該一時的ユーザポリシーがＯＬＮポリシーに対して一貫性がある場合、複数の照
明ユニット制御装置５０のうちの１つに対する属性及び構成コマンドを該一時的ユーザポ
リシーに従って決定する。中央制御装置４０は、次いで、複数の照明ユニット制御装置５
０のうちの上記１つに対する属性及び構成コマンドを、複数の照明ユニット制御装置５０
のうちの該１つに伝達する。この場合、中央制御装置４０は上記一時的ユーザポリシーを
、複数の照明ユニット制御装置５０のうちの上記１つに対して所定の時間にわたり有効に
維持することができる。一実施態様において、中央制御装置４０は操作者７４に対して当
該ＯＬＮポリシーがユーザ２０により要求された一時的ユーザポリシーによって変更され
たことを通知することができる。
【００４２】
　一時的ユーザポリシーが既存のＯＬＮポリシーと矛楯する場合、中央制御装置４０は該
既存の記憶されたＯＬＮポリシーを維持することができ、新たな属性及び構成コマンドを
決定することはない。一実施態様において、中央制御装置４０は操作者７４にＯＬＮポリ
シーが変更されなかった旨を通知することもできる。当業者であれば、当該ＰＢＬＭシス
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テム９０がユーザ２０及びユーザ制御装置３０とは独立に動作することができる、即ちユ
ーザ２０及びユーザ制御装置３０はオプションとして該ＰＢＬＭシステム９０から削除す
ることができることを理解するであろう。
【００４３】
　操作者７４は、設置者、管理者又は副管理者等の屋外照明ネットワークを制御する権限
を付与された如何なるタイプの操作者とすることもできる。一例において、操作者は、所
与の自治体ために設置する等の当該ＰＢＬＭシステムを最初に設置する設置者である。設
置者は、当該ＰＢＬＭシステムを供給する企業又は第三者の供給者のために作業すること
ができる。設置者は、行き渡っている規則をカバーする規制ポリシーサブセットを準備す
ることができる。他の例において、操作者は日常的に当該ネットワークを管理する照明管
理者（ＬＭ）である。照明管理者は、エネルギを節約する又は最小の性能を指定する等の
照明管理の決定のような、自治体によりなされた決定に基づいてポリシーサブセットを準
備することができる。照明管理者は、テレマネージメント局７２を介して操作することが
できる。他の例では、操作者は警察官等の一時的ユーザであり、該一時的ユーザは当該屋
外照明ネットワークの一部の一時的制御を可能にする一時的ユーザポリシーを提起するこ
とができる。警察官は、緊急の際に、一時的ユーザポリシーを用いてある領域（例えば、
運動競技場）の照明をオンにすることができる。
【００４４】
　テレマネージメント局７２は、操作者７４がポリシー、データ又は命令等を手動で又は
自動的に入力するのを可能にする、中央制御装置４０に直接接続された又は通信システム
６０を介して中央制御装置４０に接続された如何なる入力装置とすることもできる。一実
施態様において、テレマネージメント局７２はウエブサイト、キーボード又はタッチスク
リーン等である。他の実施態様において、テレマネージメント局７２は、磁気コンピュー
タ記憶装置（例えば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク及び磁気テープ
等）又は光ディスク等の入力装置を含むことができる。
【００４５】
　貯蔵部７０は、データ、プログラム及び／又は命令を記憶することができる如何なるタ
イプのメモリとすることもできる。例示的なメモリは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ
）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、磁気コンピュータ記憶装置（例えば
、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク及び磁気テープ等）及び光ディスク
等を含む。貯蔵部７０は長期間及び／又は短期間記憶のために使用することができる。貯
蔵部７０は、中央制御装置４０に直接接続することができるか、又は通信システム６０を
介して中央制御装置４０に接続することができる。貯蔵部７０は、単一の装置、又はオプ
ションとして異なる箇所に分散され得る複数の装置とすることができる。貯蔵部７０が複
数の装置である場合、異なる装置は異なる情報を記憶することができる。一例において、
上記分散された貯蔵部のうちの或るものは規制ポリシーサブセットを含むことができ、該
分散された貯蔵部の他のものは照明管理者ポリシーサブセットを含むことができ、該分散
された貯蔵部の更に他のものは装置ポリシーサブセットを含むことができる。一実施態様
において、上記分散された貯蔵部のうちの少なくとも１つは、例えば全国規制ポリシーサ
ブセットを単一の全国貯蔵部において共有する及び／又は地域規制ポリシーサブセット（
例えば、州／ローカル）、照明管理者ポリシーサブセット及び装置ポリシーサブセットを
地域貯蔵部において共有するように、屋外照明ネットワークにわたり共有することができ
る。
【００４６】
　ユーザ２０は、屋外照明ネットワークを制御する権限を付与された如何なるタイプのユ
ーザとすることもできる。一例において、ユーザは当該屋外照明ネットワークの日常の操
作に責任を持つ管理者（administrator）であり得る。他の例では、ユーザは、公共安全
義務を果たすためにローカル照明制御を使用する権限を持つ、徒歩又は車両での警察官、
消防士又は救命士等の緊急対応者であり得る。更に他の例では、ユーザは、照明を芸術公
演又は公共イベントに組み入れる芸術家又はイベント計画者であり得る。更に他の例では
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、ユーザは、歩道又は自転車通路に沿う照明を始動する一般国民のメンバであり得る。更
に他の例では、ユーザは、センサ又は所定の条件が満たされたことにより起動された場合
に制御要求を送信する、搭載通信装置及び電子装置を備えた車両等の、知的装置であり得
る。
【００４７】
　屋外照明ネットワーク８０は、如何なるタイプの屋外照明ネットワーク又は集中制御下
の屋外照明ネットワークの一部とすることもできる。屋外照明ネットワーク内の照明ユニ
ットは、個別に制御することができるか、又は個々の照明ユニットからなる照明ユニット
グループとして制御することができる。ここで定義される照明ユニットは、該照明ユニッ
トを制御可能に動作させるために必要とされる、バラスト、照明器具及びプロセッサ等の
何らかの支援ハードウェア、通信装置及び／又はソフトウェアを備えた１以上の発光源で
ある。照明ユニット８２は、白熱、蛍光、高輝度放電（ＨＩＤ）及び／又は固体照明ユニ
ットのように、現在存在する又は同様の後に開発される装置等の如何なるタイプの制御可
能な照明ユニットとすることもできる。当業者であれば、ＬＥＤ照明ユニット等の固体照
明ユニットは、特に輝度、色及び／又は点滅等のフィーチャに関して他の現在の照明ユニ
ットのタイプよりも高度のフィーチャの制御可能性を提供することを理解するであろう。
屋外照明ネットワーク８０内の照明ユニットは、異なる照明ユニットのタイプの混合体と
することができる。一例において、複数の照明ユニット制御装置５０は、当該屋外照明ネ
ットワーク８０の各部を形成するために照明ユニット８２とユニットとして組み合わせる
ことができる。
【００４８】
　通信システム６００は、ユーザ２０と屋外照明ネットワーク８０との間の直接的又は間
接的通信を可能にする如何なる単一の通信ネットワーク又は通信ネットワークの組み合わ
せとすることもできる。一例において、該通信ネットワークは、ローカルエリアネットワ
ーク（ＬＡＮ）によりカバーすることができるよりも大きな地理的面積にわたる電話回線
、衛星パラボラアンテナ又は無線波等の装置を使用する通信ネットワークである広域ネッ
トワーク（ＷＡＮ）を介して通信する。ＷＡＮの一例は、インターネットである。他の例
において、該通信システムは公共安全通信ネットワークを介して通信する。他の例におい
て、該通信システムはセルラ又はパーソナル通信サービス（ＰＣＳ）ネットワークを介し
て通信する。ユーザが当該屋外照明ネットワークと通信するためのネットワークは、屋外
照明ネットワークの一部とすることができるか、又は該屋外通信ネットワークとは完全に
独立のものとすることができる。当業者であれば、ユーザが公共安全通信ネットワークと
通信すると共に、屋外照明ネットワークがＷＡＮ又は照明管理者にのみアクセス可能な私
的網目状ネットワークと通信すると言ったように、異なるネットワークを組み合わせで使
用することもできることを、理解するであろう。市街路のための或るネットワークは市当
局により制御される一方、高速道路のための或るネットワークは州又は連邦当局により制
御される等のように、異なるネットワークは異なる主体により制御され得る。
【００４９】
　図３は、本発明による屋外照明ネットワークのためのＰＢＬＭシステムの例示的実施態
様を経る情報の流れのブロック図である。操作者１７４は、設置の間に、中央制御装置１
４０に初期ポリシー１７３を供給することができる。中央制御装置１４０は属性１４２及
び構成コマンド１４４を決定し、該中央制御装置１４０は、これら属性及び構成コマンド
を照明ユニット制御装置１５０に伝達する。中央制御装置１４０はＯＬＮポリシーを更新
することもでき、属性１４３及び更新されたＯＬＮポリシー１４６を貯蔵部１７０に伝達
する。操作者１７４は、ＯＬＮポリシーに対する変更を要求するために、中央制御装置１
４０に変更ポリシー１７５を供給することができる。ユーザ制御装置１３０は、ユーザが
当該屋外照明システムの一部の一時的制御を必要とする場合に、中央制御装置１４０に対
して一時的ユーザポリシー１３２を供給することができる。貯蔵部１７０は、中央制御装
置１４０がＯＬＮポリシー１７１を内部的一貫性に関してチェックすることができるよう
に、中央制御装置１４０にＯＬＮポリシー１７１を定期的に供給することができる。



(18) JP 6032757 B2 2016.11.30

10

20

30

40

【００５０】
　照明ユニット制御装置１５０は、照明ユニット又は照明ユニット制御装置１５０の能力
が変化した場合に、中央制御装置１４０に変更装置ポリシー１５２を供給することができ
る。一実施態様において、新たな又は別の照明ユニット制御装置１５０又は照明ユニット
が設置された場合、照明ユニット制御装置１５０は変更装置ポリシー１５２を発生するこ
とができる。例えば、照明ユニット制御装置１５０に光センサ又は他の新たなセンサ等の
新たな能力が追加された場合、照明ユニット制御装置１５０は変更装置ポリシー１５２を
発生することができる。このようにして、装置の能力が相違していても、装置の増分アッ
プグレード（即ち、装置毎の）を容易に管理することができる。
【００５１】
　変更装置ポリシーは、照明ユニット制御装置における変化する局所的条件を説明するた
めに使用することもできる。他の実施態様において、照明ユニット制御装置１５０は、該
照明ユニット制御装置が周囲光、雨又は近くの交通活動等の外部要因に対して感知的であ
る場合、変更装置ポリシー１５２を発生することができ、該照明ユニット制御装置１５０
は外部要因の変化に応答して変更装置ポリシー１５２を発生する。例えば、照明ユニット
制御装置１５０は雨又は霧に対して感知的であり、既存のＯＬＮポリシーが晴れ条件に適
した照明ユニット輝度及び／又は色温度を含んでいる場合、雨又は霧に適した好ましい照
明ユニット輝度及び／又は色温度を伴う変更装置ポリシー１５２を発生することができる
。変更装置ポリシー１５２がＯＬＮポリシーに対して一貫性がある場合、各照明ユニット
制御装置１５０は関連する照明ユニットを当該ローカル地域に適した態様で動作させるこ
とができる。
【００５２】
　貯蔵部７０は、ＯＬＮポリシー、並びに各照明ユニット制御装置５０及び関連する照明
ユニット８２に関する属性及び構成コマンドを含むことができる。上記ＯＬＮポリシーは
、当該屋外照明ネットワークの動作を支配する一連の互いに一貫性のあるポリシーである
。上記属性は、各照明ユニット制御装置５０及び関連する照明ユニット（又は複数の照明
ユニット）に関する構成パラメータを定義する。上記構成コマンドは、照明ユニット制御
装置５０に、即座に動作を行い及び／又は将来の動作をスケジューリングすることを命令
する。
【００５３】
　下記の表１は、属性の例示的な組であり、これら属性の値は当該屋外照明ネットワーク
に接続された装置の可能性のある構成を定義している。この例において、装置タイプは照
明ユニット（照明点）に限定されるものではなく、カメラ又はセンサ等の異なるタイプの
装置を示すことができる。ＰＢＬＭシステムは、特定の自治体又は国の要求を考慮して、
調査等の機能のための帯域幅を管理するためにポリシーを使用することができる。属性は
、貯蔵部７０内に、及び／又は照明ユニット制御装置５０内に記憶することができる。照
明ユニット制御装置５０が２以上の照明ユニット８２に関連付けられる場合、これら照明
ユニットの各々に関する属性を当該照明ユニット制御装置５０に記憶することができる。
操作者７４は、属性の以前の組では定義されていない新たな能力を備えた新たな装置に関
する新たな属性等の、新たな属性を所望に応じて作成することができる。
【００５４】
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【表１】

【００５５】
　ポリシー又はポリシーサブセットは、当該ＯＬＮに接続された装置の構成及び動作に関
する選択を支配する条件文であり得る。一群の関係するポリシーが、規制ポリシーサブセ
ット灯のポリシーサブセットを形成する。一実施態様において、ポリシー又はポリシーサ
ブセットはif-then-else条件として表される。即ち、一連の条件が満たされたら、一連の
動作を実行する。ポリシーは、所与の属性を変更する（動作）ことができる条件を定義す
る。例えば、“夜明けに全ての電灯をオフする”なるポリシーは、当該屋外照明ネットワ
ークの現在の構成を変更する。条件は、ＯＬＮの属性に関して定義することもできる。例
えば、“現時刻が夜中であり、且つ、当該照明区域がＬＺ３である”という条件は、ＯＬ
Ｎの属性である時刻を含んでいる。各ポリシーには、当該ポリシーが属するポリシー群、
当該ポリシーの作成者、及び／又は優先レベル等でタグ付けすることができる。一実施態
様においては、特定の操作者のみが、特定の属性を変更することを許可される。
【００５６】
　ポリシーの一例において、照明管理者は、エネルギを節約するために街路灯が夜間４０
％調光されるべきことを決定することができる。該照明管理者は下記の照明管理者ポリシ
ーを書くことができる。即ち、if ((Light_point_type == street_light) && (Time == m
idnight_dawn)), then Operating_level = 0.6 endif。
【００５７】
　当業者であれば、ポリシー及びポリシーサブセットをif-then-else条件以外の形で表す
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こともできることを理解するであろう。一実施態様において、ポリシー又はポリシーサブ
セットは、列が条件及び動作を表し、行がポリシーを表す表へのエントリとして表すこと
ができる。他の実施態様において、ポリシー又はポリシーサブセットは、拡張マークアッ
プ言語（ＸＭＬ）灯のマシン読み取り可能なマークアップ言語で表すことができる。ポリ
シーは高レベル言語（人が容易に理解する何か）で指定することができ、ＰＢＬＭシステ
ムは該ポリシーをＯＬＮ装置のための特定の構成及び操作コマンドに翻訳することができ
る。
【００５８】
　図４は、本発明による屋外照明ネットワークのためのユーザ制御装置の例示的実施態様
のブロック図である。図１に示したように、ユーザ制御装置はユーザにアクセス可能であ
り、中央制御装置を介して当該屋外照明ネットワークを制御するために使用することがで
きる。ユーザは、屋外照明ネットワークをユーザが許可されている範囲で制御することが
できる。ユーザ制御装置は、専用の装置として、又は他の装置に組み込まれて実施化する
ことができる。ユーザ制御装置は、携帯電話、ＰＤＡ、コンピュータ（例えば、ラップト
ップ、iPad等のタブレット）、自動車、航空機、ヘリコプタ若しくはボート等を含む輸送
手段、輸送手段内の装置、携帯ＧＰＳ装置、埋め込み装置、何らかの知的装置／マシン、
又はユーザにアクセスすることが可能な何らかの他の装置において実施化することができ
る。ユーザ制御装置は、それ自体がユーザである装置、例えば特定の状況に従って異なる
照明レベルを必要とするセキュリティカメラ等に組み込むこともできる。一例において、
ユーザ制御装置は、自立装置として独立に動作し、人との対話無しで一時的ユーザポリシ
ーを自立的に発生することができる。
【００５９】
　ユーザ制御装置２００は、人又は知的装置等のユーザ２０２が屋外照明ネットワーク２
０４の特定のフィーチャを制御することを可能にする。また、ユーザ制御装置２００は、
ユーザが、如何なる位置及び時点においてもユーザ指向照明制御サービスの利用可能性を
発見（検出）することを可能にする。ユーザ制御装置２００は、ユーザ入力を受信し、一
時的ユーザポリシーを生成する如何なるタイプの装置とすることもできる。一実施態様に
おいて、上記一時的ユーザポリシーはユーザの私的秘密キーにより暗号化されて、ユーザ
の素性の検証及び当該一時的ユーザポリシーの完全さの立証を可能にする。
【００６０】
　ユーザ２０２が知的装置である場合、ユーザ制御装置２００はユーザ入力を自動的に発
生し一時的ユーザポリシーを生成することができる。一実施態様において、上記知的装置
は、ユーザ制御装置２００とは独立に動作する（例えば、気象及び道路状況を受信／検出
する）トランスポンダ等の外部刺激に応答して、ユーザ入力を開始する。これの他の例は
、車両（輸送手段）内に設けられ、該車両の外部のローカルセンサに警報を発する通信装
置であり、上記ローカルセンサは該ユーザ制御装置２００の知的装置に外部的刺激を供給
する。この場合、該知的装置は、例えば車両が近づいた場合に暗い照明をオンするための
ユーザ入力を自動的に発生する。他の実施態様において、ユーザ制御装置２００は、当該
ＯＬＮから受信される情報をローカル情報と組み合わせることにより、所与のユーザに対
して何時／何処でユーザ照明制御サービスが利用可能であるかを検出する手段を含むこと
ができる。サービスの利用可能性が検出されると、ユーザ制御装置２００は斯かる利用可
能性を当該ユーザに示し、ユーザ入力インターフェースを可能にすることができる。
【００６１】
　ユーザ制御装置２００は、プロセッサ２１０と、該プロセッサ２１０に動作的に接続さ
れたメモリ２２０と、ユーザ２０２と屋外照明ネットワーク２０４との間の通信のために
上記プロセッサ２１０に動作的に接続された通信モジュール２３０とを含んでいる。プロ
セッサ２１０は、一時的ユーザポリシーを発生すると共に、該一時的ユーザポリシーを通
信モジュール２３０を介して屋外照明ネットワークに送信する。
【００６２】
　通信モジュール２３０は、屋外照明ネットワーク２０４と通信することが可能な、ジグ
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ビ（ZigBee）チップ、アプリケーションレイヤを備える無線チップ、又は特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）等の如何なるタイプのデバイスとすることもできる。通信モジュール
２３０は、セルラデータ通信プロトコル（例えば、ＧＳＭ（登録商標）、ＣＤＭＡ、ＧＰ
ＲＳ、ＥＤＧＥ、３Ｇ、ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ等）、IEEE 802.15.4無線規格上で動作する
ジグビプロトコル、IEEE規格802.11（802.11b/g/n等）下のＷｉＦｉプロトコル、ブルー
トゥースプロトコル又はブルートゥース低エネルギプロトコル等の如何なる所望の技術を
用いて通信することもできる。一例において、通信モジュール２３０は通信システムを介
して屋外照明ネットワーク２０４と通信する。
【００６３】
　ユーザ制御装置２００は、ユーザがユーザ認証データ、関心領域、輝度要件及び／又は
動作計画等のデータを手動で入力するのを可能にするために通信モジュール２３０に動作
的に接続された、キーボード又はタッチスクリーン等の入力装置２４０を含むことができ
る。ユーザ２０２は、特定のアプリケーションのために所望に応じて個別にデータを入力
することができるか、又は複数の事前に設定された要求からユーザ２０２により選択する
ことが可能な事前に設定された要求としてデータを入力することができる。
【００６４】
　ユーザ制御装置２００は、ユーザ２０２のＧＰＳ座標等の現在の位置をプロセッサ２１
０に供給する全地球測位システム（ＧＰＳ）受信器等の位置情報（geolocation）モジュ
ール２５０を含むことができる。一実施態様において、ユーザ制御装置２００は、ユーザ
入力、外部入力、追加のセンサ、追加のプロセッサ又はこれらの組み合わせ等から関心領
域、輝度要件及び／又は動作計画を決定するためにプロセッサ２１０に動作的に接続され
た照明要求分析器２６０を含む。
【００６５】
　プロセッサ２１０は、命令の作成、命令の実行及び／又は命令に従うデータの処理のう
ちの少なくとも１以上を実行することが可能な如何なるタイプの装置とすることもできる
。一例において、当該プロセッサはパーソナルコンピュータ又はサーバ等のコンピュータ
である。メモリ２２０は、データ、プログラム及び／又は命令を記憶することができる如
何なるタイプのメモリでもあり得る。例示的なメモリは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡ
Ｍ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、磁気コンピュータ記憶装置（例え
ば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク及び磁気テープ）、及び光ディス
クを含む。メモリ２２０は長期間及び／又は短期間記憶に使用することができる。
【００６６】
　図５は、本発明による屋外照明ネットワーク４０４及び操作者４０２に動作的に接続さ
れる中央制御装置４００の例示的実施態様のブロック図である。該中央制御装置は、プロ
セッサ、マイクロプロセッサ、サーバ、コンピュータ、又はユーザ及び屋外照明ネットワ
ークにアクセスする如何なる他の知的装置においても実施化することができる。該中央制
御装置は、中心位置に配置することができるか、又は複数の位置に分散させることができ
る。
【００６７】
　中央制御装置４００は、操作者が屋外照明ネットワーク（ＯＬＮ）を管理することを可
能にする。中央制御装置４００は、プロセッサ４１０と、該プロセッサ４１０に動作的に
接続されたメモリ４２０と、操作者４０２及び屋外照明ネットワーク４０４に対して通信
するためにプロセッサ４１０に動作的に接続された通信モジュール４３０とを含んでいる
。プロセッサ４１０は、上記操作者からポリシーを受信し、該ポリシーをＯＬＮポリシー
に対する一貫性に関してチェックする。当該ポリシーがＯＬＮポリシーと矛楯しない場合
、プロセッサ４１０は、更に、複数の照明ユニット制御装置の各々に関する属性及び構成
コマンドを当該ポリシーに従って決定し、上記複数の照明ユニット制御装置の各々に関す
る属性及び構成コマンドを該複数の照明ユニット制御装置のうちの対応するものに対して
伝達する。プロセッサ４１０は、上記ＯＬＮポリシーを更新し、該更新されたＯＬＮポリ
シーを前記貯蔵部に伝達することができる。この例において、通信モジュール４３０は、
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プロセッサ４１０と操作者４０２との間で通信するために接続された操作者通信モジュー
ル４３２と、プロセッサ４１０と照明ユニットを含む屋外照明ネットワーク４０４との間
で通信するために接続された照明通信モジュール４３４とを含んでいる。
【００６８】
　操作者から受信されるポリシーは、当該ＰＢＬＭシステムの測定の動作に依存する。一
実施態様において、該ポリシーは初期ポリシーであり、該初期ポリシーが暫定的ポリシー
に対して一貫性がある場合、上記中央制御装置は複数の照明ユニット制御装置の各々に関
する属性及び構成コマンドを該初期ポリシーに従って決定する。該初期ポリシーは、規制
ポリシーサブセット、照明管理者ポリシーサブセット及び装置ポリシーサブセットを含む
ことができる。他の実施態様において、該ポリシーは、規制ポリシーサブセット、照明管
理者ポリシーサブセット及び装置ポリシーサブセットからなる群から選択される少なくと
も１つのポリシーサブセットを含む変更ポリシーである。該ポリシーがＯＬＮポリシーと
矛楯する場合、プロセッサ４１０は当該ＯＬＮポリシーを維持する。一実施態様において
、プロセッサ４１０は、更に、操作者に当該ＯＬＮポリシーが変更されなかったことを通
知するか、又は該ポリシーにＯＬＮポリシーとの一貫性を持たせるための該ポリシー及び
／又はＯＬＮポリシーに対する（即ち、該ポリシー及びＯＬＮポリシーの何れか又は両方
に対する）修正を提案することができる。他の実施態様において、プロセッサ４１０は、
更に、操作者に対して当該ＯＬＮポリシーが何時変化するか及び当該変更の源（例えば、
新たな装置ポリシーによるか又は一時的ユーザポリシーによるか等）を通知することがで
きる。一実施態様において、前記貯蔵部は上記複数の照明ユニット制御装置の各々に関す
る属性及び構成コマンドを記憶することができ、プロセッサ４１０は該複数の照明ユニッ
ト制御装置の各々に関する属性及び構成コマンドを上記貯蔵部に伝達することができる。
【００６９】
　一実施態様において、前記複数の照明ユニット制御装置のうちの或るものは変更装置ポ
リシーを発生し、前記プロセッサ４１０は斯かる変更装置ポリシーを照明ユニット制御装
置から受信すると共に、該変更装置ポリシーを当該ＯＬＮポリシーに対する一貫性に関し
てチェックする。該変更装置ポリシーがＯＬＮポリシーに対して一貫性を有する場合、プ
ロセッサ４１０は、更に、複数の照明ユニット制御装置のうちの上記或るものに関する属
性及び構成コマンドを当該変更装置ポリシーに従って決定すると共に、複数の照明ユニッ
ト制御装置のうちの該或るものに関する属性及び構成コマンドを、複数の照明ユニット制
御装置のうちの該或るものに伝達する。一実施態様において、プロセッサ４１０は、更に
、ＯＬＮポリシーを更新すると共に、該更新されたＯＬＮポリシーを前記貯蔵部に伝達す
る。
【００７０】
　他の実施態様において、プロセッサ４１０は、更に、ユーザ制御装置から一時的ユーザ
ポリシーを受信し、該一時的ユーザポリシーをＯＬＮポリシーに対する一貫性に関してチ
ェックする。該一時的ユーザポリシーがＯＬＮポリシーに対して一貫性がある場合、該プ
ロセッサ４１０は、更に、複数の照明ユニット制御装置のうちの１つに対する属性及び構
成コマンドを該一時的ユーザポリシーに従って決定し、複数の照明ユニット制御装置５０
のうちの上記１つに対する属性及び構成コマンドを、複数の照明ユニット制御装置５０の
うちの該１つに伝達し、複数の照明ユニット制御装置５０のうちの該１つに対して該一時
的ユーザポリシーを所定の時間にわたり有効に維持する。
【００７１】
　他の実施態様において、プロセッサ４１０は、更に、前記貯蔵部からＯＬＮポリシーを
定期的に受信し、該ＯＬＮポリシーを内部的一貫性に関してチェックする。
【００７２】
　通信モジュール４３０は、操作者４０２及び／又は屋外照明ネットワーク４０４と通信
することが可能な、ジグビ（ZigBee）チップ、アプリケーションレイヤを備える無線チッ
プ、又は特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）等の如何なるタイプのデバイスとすることも
できる。通信モジュール４３０は、セルラデータ通信プロトコル（例えば、ＧＳＭ（登録



(23) JP 6032757 B2 2016.11.30

10

20

30

40

50

商標）、ＣＤＭＡ、ＧＰＲＳ、ＥＤＧＥ、３Ｇ、ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ等）、IEEE 802.15.
4無線規格上で動作するジグビプロトコル、IEEE規格802.11（802.11b/g/n等）下のＷｉＦ
ｉプロトコル、ブルートゥースプロトコル又はブルートゥース低エネルギプロトコル等の
如何なる所望の技術を用いて通信することもできる。一例において、通信モジュール４３
０は通信システムを介して操作者４０２及び／又は屋外照明ネットワーク４０４と通信す
る。
【００７３】
　プロセッサ４１０は、命令の作成、命令の実行及び／又は命令に従うデータの処理のう
ちの１以上を実行することが可能な如何なるタイプの装置とすることもできる。一例にお
いて、当該プロセッサはパーソナルコンピュータ又はサーバ等のコンピュータである。メ
モリ４２０は、データ、プログラム及び／又は命令を記憶することができる如何なるタイ
プのメモリでもあり得る。例示的なメモリは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取
専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、磁気コンピュータ記憶装置（例えば、ハード
ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク及び磁気テープ）、及び光ディスク等を含む
。メモリ４２０は長期間及び／又は短期間記憶に使用することができる。
【００７４】
　図６は、本発明による、操作者が屋外照明ネットワーク（ＯＬＮ）を管理することを可
能にする照明ユニット制御装置の例示的実施態様のブロック図である。該照明ユニット制
御装置は、プロセッサ、マイクロプロセッサ、コンピュータ、埋め込みシステム、ユーザ
及び前記中央制御装置に対するアクセスを有する何らかの他の電子装置において実施化す
ることができる。該照明ユニット制御装置は、便利には、照明器具／照明固定具、バラス
ト、ＬＥＤドライバ、ＬＥＤパネル、電柱、又は関連するソフトウェア／電子モジュール
内に配置することができる。該照明ユニット制御装置は、個々の照明ユニットを又は一群
の照明ユニットを制御するために使用することができる。照明ユニット制御装置は、該照
明ユニット制御装置の有効範囲内のユーザに対する照明制御サービス通知（広告）の送信
を制御するために使用することもでき、その場合、その有効範囲領域は照明信号の有効範
囲及び当該照明ユニットにより送信される何らかの他の通信信号の有効範囲を含み得る。
【００７５】
　照明ユニット制御装置６００は、操作者６０２から決定された制御要求を受信すると共
に、該操作者が屋外照明ネットワーク６０４における1以上の照明ユニットの特定のフィ
ーチャに対して予め定められた程度の制御を有することを可能にすることができる。照明
ユニット制御装置６００は、プロセッサ６１０と、該プロセッサ６１０に動作的に接続さ
れたメモリ６２０と、操作者６０２と屋外照明ネットワーク６０４との間の通信のために
プロセッサ６１０に動作的に接続された通信モジュール６３０とを含んでいる。プロセッ
サ６１０は、中央制御装置から属性及び構成コマンドを受信し、少なくとも１つの関連す
る照明ユニットを該構成コマンドに従って動作させる。これら構成コマンドはポリシーで
あり、照明ユニット制御装置６００は該構成コマンドを実行可能なコマンドに翻訳し、こ
れらコマンドは個々の照明ユニットにおいて実施される。プロセッサ６１０は、更に、変
更装置ポリシーサブセットを発生すると共に、該変更装置ポリシーサブセットを通信モジ
ュール６３０を介して上記屋外照明ネットワークに送信することができる。一実施態様に
おいて、一実施態様において、上記変更装置ポリシーサブセットは、プロセッサ６１０に
動作的に接続されたローカルセンサ６４０からの入力に応答して発生される。例えば、変
更装置ポリシーは個々の照明ユニット制御装置６００においてローカルセンサが降雨を検
出した場合に発生される。
【００７６】
　一実施態様において、照明ユニット制御装置６００は、プロセッサ６１０に動作的に接
続された1以上のローカルセンサ６４０を含む。例えば、周囲光センサを、当該照明ユニ
ットにおける周囲光レベルを検出するローカルセンサとして設けることができる。このよ
うな周囲光センサは、当該照明ユニット制御装置への通信が失われた場合に、該周囲光セ
ンサが暗いことを検出すると当該照明ユニットがオンされるような、フォールバック制御
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を設けるために使用することができる。他のローカルセンサは、気候センサ、交通量セン
サ、存在検出センサ及び／又は物体認識センサ等を含むことができる。
【００７７】
　プロセッサ６１０は、命令の作成、命令の実行及び／又は命令に従うデータの処理のう
ちの１以上を実行することが可能な如何なるタイプの装置とすることもできる。一例にお
いて、当該プロセッサはパーソナルコンピュータ又はサーバ等のコンピュータである。メ
モリ６２０は、データ、プログラム及び／又は命令を記憶することができる如何なるタイ
プのメモリでもあり得る。例示的なメモリは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取
専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、磁気コンピュータ記憶装置（例えば、ハード
ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク及び磁気テープ）、及び光ディスク等を含む
。メモリ６２０は長期間及び／又は短期間記憶に使用することができる。
【００７８】
　通信モジュール６３０は、操作者６０２及び／又は屋外照明ネットワーク６０４と通信
することが可能な、ジグビ（ZigBee）チップ、アプリケーションレイヤを備える無線チッ
プ、又は特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）等の如何なるタイプのデバイスとすることも
できる。通信モジュール６３０は、セルラデータ通信プロトコル（例えば、ＧＳＭ（登録
商標）、ＣＤＭＡ、ＧＰＲＳ、ＥＤＧＥ、３Ｇ、ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ等）、IEEE 802.15.
4無線規格上で動作するジグビプロトコル、IEEE規格802.11（802.11b/g/n等）下のＷｉＦ
ｉプロトコル、ブルートゥースプロトコル又はブルートゥース低エネルギプロトコル等の
如何なる所望の技術を用いて通信することもできる。一例において、通信モジュール６３
０は通信システムを介して操作者６０２及び／又は屋外照明ネットワーク６０４と通信す
る。
【００７９】
　当業者であれば、当該屋外照明ネットワーク制御システムは照明の管理及び公共の安全
の用途に限られるものではなく、美化及び娯楽のために審美的に使用することもできるこ
とを理解するであろう。一例において、前記照明ユニットは、市の領域を最良の効果で照
明するために日中及び夜間を通して輝度、色及び方向を変更することができる。他の例に
おいて、前記照明ユニットの輝度、色、方向及び点滅状態は、芸術的展示として変化させ
ることができる。更に他の例において、前記照明ユニットの輝度、色、方向及び点滅状態
は、音楽又は花火等の公衆公演と同期された芸術的表示として変化させることもできる。
【００８０】
　以上、本発明の幾つかの実施態様を本出願において説明及び図示したが、当業者であれ
ば、ここに説明した機能を実行し、及び／又はここで述べた結果及び／又は利点の1以上
を得るための種々の他の手段及び／又は構造に容易に想到するであろう。このような変更
及び／又は修正の各々は、ここに述べた本発明の実施態様の範囲内であると見なされる。
もっと一般的には、当業者であれば、ここに述べた全てのパラメータ、寸法、材料及び構
成は例示的なものであることを意味し、実際のパラメータ、寸法、材料及び／又は構成は
、本発明の教示が用いられる特定の用途に依存するであろうことを容易に理解するであろ
う。当業者であれば、ここで述べた本発明の特定の実施態様に対する多くの均等物を認識
し、又は通例の実験を用いるだけで確認することができるであろう。従って、上述した実
施態様は例示としてのみ提示されたものであり、添付請求項及びその均等物の範囲内で、
本発明の実施態様は、特定的に説明及び請求項に記載したもの以外で実施することができ
ると理解されるべきである。本開示の発明的実施態様は、ここで述べた各フィーチャ、シ
ステム、物品、材料、キット及び／又は方法に向けられたものである。更に、２以上の斯
様なフィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は方法の如何なる組み合わせも
、このようなフィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は方法が相互に矛楯し
ないならば、本開示の発明の範囲内に含まれるものである。
【００８１】
　ここで定義され及び使用された全ての定義は、辞書の定義、参照により組み込まれた文
献における定義及び／又は定義された用語の通常の・BR>モ味を規制すると理解されるべ
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きである。
【００８２】
　本明細書及び請求項で使用される単数形は、そうでないと明示しない限り、“少なくと
も１つの”を意味すると理解されるべきである。
【００８３】
　本明細書及び請求項における“及び／又は”なる語句は、そのように結合されたエレメ
ントの“何れか又は両方”、即ち或る場合には連接的に存在し、他の場合には離接的に存
在するエレメントを意味すると理解されるべきである。“及び／又は”で列挙された複数
のエレメントは、同様に、即ちそのように結合されたエレメントの“１以上”であると見
なされたい。“及び／又は”なる文により固有に識別されたエレメント以外の他のエレメ
ントも、これらの固有に識別されたエレメント関係するか関係しないかによらず、オプシ
ョンとして存在することもできる。従って、限定するものではない例として、“有する”
なる非制限的文言と一緒に使用される場合、“Ａ及び／又はＢ”なる言及は、一実施態様
ではＡのみ（オプションとして、Ｂ以外のエレメントを含む）を、他の実施態様ではＢの
み（オプションとしてＡ以外のエレメントを含む）を、更に他の実施態様ではＡ及びＢの
両方（オプションとして他のエレメントを含む）を、指す等となり得る。
【００８４】
　本明細書及び請求項で使用される場合、“又は”は上記に定義した“及び／又は”と同
じ意味を持つと理解されたい。例えば、リスト内の項目を分離する場合、“又は”又は“
及び／又は”は、包含的であると、即ち複数の又は一連のエレメントのうちの少なくとも
１つの包含のみならず、２以上及びオプションとして追加の非掲載項目も含むと解釈され
るべきである。“のうちの１つのみ”又は“のうちの正確に１つ”のように、そうでない
と明確に示された用語のみ、又は請求項で使用される場合の“からなる”は、複数の又は
一連のエレメントのうちの正確に１つのエレメントの包含を指す。一般的に、ここで使用
される“又は”なる用語は、“何れか”、“のうちの１つ”、“のうちの１つのみ”又は
“のうちの正確に１つ”等の排他性の用語により先行された場合にのみ、排他的な代替物
（即ち、“一方又は他方であるが、両方ではない”）を示すと解釈されるべきである。“
から本質的になる”は、請求項において使用される場合、特許法の分野で使用される通常
の意味を有するものである。
【００８５】
　本明細書及び請求項で使用される場合、１以上のエレメントのリストを参照する“少な
くとも１つの”なる語句は、該エレメントのリストにおけるエレメントの何れか１以上か
ら選択された少なくとも１つのエレメントを意味するものであり、該エレメントのリスト
内の各及び全エレメントの少なくとも１つを必ずしも含むものではなく、該エレメントの
リスト内のエレメントの如何なる組み合わせをも除くものではないと理解されるべきであ
る。この定義は、上記“少なくとも１つの”なる語句が参照する上記エレメントのリスト
内で識別されるエレメント以外のエレメント（上記の識別されたエレメントに関係するか
又は関係しないかに拘わらず）がオプションとして存在することも可能にする。このよう
に、限定するものではない例として、“Ａ及びＢの少なくとも１つ”（又は等価的に“Ａ
又はＢの少なくとも１つ”若しくは“Ａ及び／又はＢの少なくとも１つ”）は、一実施態
様では、少なくとも１つの（オプションとして２以上を含む）Ａで、Ｂは存在しない（オ
プションとしてＢ以外のエレメントを含む）場合、他の実施態様では、少なくとも１つの
（オプションとして２以上を含む）Ｂで、Ａは存在しない（オプションとしてＡ以外のエ
レメントを含む）場合、更に他の実施態様では、少なくとも１つの（オプションとして２
以上を含む）Ａ及び少なくとも１つの（オプションとして２以上を含む）Ｂ（オプション
として他のエレメントを含む）の場合を指すことができる。
【００８６】
　明確にそうでないと示さない限り、請求項に記載された２以上のステップ又は動作を含
む如何なる方法においても、該方法のステップ又は動作の順序は、これらステップ又は動
作が記載された順序に必ずしも限定されるものではないと理解されるべきである。
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【００８７】
　請求項及び上記明細書において、“有する”、“含む”、“担持する”、“持つ”、“
収容する”、“伴う”、“保持する”及び“含まれる”等の全ての移行句は非制限的であ
ると、即ち含むが限定されるものではないことを意味すると理解されるべきである。“か
らなる”及び“から本質的になる”なる移行句のみが、各々、制限的又は半制限的移行句
である（米国特許庁の特許審査手順マニュアル、第2111.03節に記載されているように）
。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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